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会 議 録 

 

1 会議名 

令和 3年度 第 2回高士区地域協議会 

2 議題（公開・非公開の別） 

（1） 協議事項（公開） 

① 地域活動支援事業について 

1）提案状況と進め方の説明 

2）ヒアリング 

3）特定事業の決定 

3 開催日時 

令和 3年 5月 20 日（木）午後 6時 30 分から午後 8時 10 分まで 

4 開催場所 

高士地区公民館 大会議室 

5 傍聴人の数 

  なし 

6 非公開の理由 

なし 

7 出席した者（傍聴人を除く）氏名（敬称略） 

・委 員：青木正紘（会長）、上野秀平、玄蕃郁子、杉田一夫、髙𣘺清司（副会長） 

田中利夫、塚田春枝、樋口里美、日向こずえ、松山公昭 （欠席 2人） 

・事務局：中部まちづくりセンター 小林センター長、藤井係長、山﨑主事 

8 発言の内容（要旨）  

 【山﨑主事】 

  ・会議の開会を宣言 

  ・上越市地域自治区の設置に関する条例第8条第2項の規定により、委員の半数以上の

出席を確認、会議の成立を報告 

 【青木会長】 

  ・挨拶 

 【山﨑主事】 
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  ・上越市地域自治区の設置に関する条例第8条1項の規定により、会長が議長を務める

ことを報告 

 【青木会長】 

  ・会議録の確認者：松山委員 

   次第2 議題「（1）協議事項」の「① 地域活動支援事業について」の「1）提案状況

と進め方の説明」に入る。事務局より説明を求める。 

 【山﨑主事】 

  ・提案状況及び本日の進め方について説明 

 【青木会長】 

   今の説明に質疑を求める。 

  （発言なし） 

   以上で「1）提案状況と進め方の説明」を終了する。 

   次に「2）ヒアリング」に入る。 

   ヒアリング中の進行は事務局に一任する。 

 【山﨑主事】 

  ・「士-1 高齢者の見守り活動・お楽しみ交流会・弁当配食事業」の紹介 

 【士-1 提案者】 

  ・事業説明 

 【山﨑主事】 

   「士-1」について質疑を求める。 

 【髙𣘺副会長】 

   本年度の実施計画にあたって、三密を避ける工夫を取り入れ、新しい生活様式を計

画されているが、具体的にはどのような工夫か。 

 【士-1 提案者】 

   具体的には、一昨年までは高齢者の会食を伴う座談会を実施していたのだが、昨年

より新型コロナウイルス感染症の影響を考慮して会食を中止した。また、保育園児と

の交流会も中止せざるをえない状況だと思う。その他、会場は地区公民館や広い体育

館を利用し、できる限り三密を避けるような工夫を予定している。 

 【上野委員】 

   「ボランティア保険：88 人」加入とあるが、内容や経緯について詳しく教えてほし
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い。 

 【士-1 提案者】 

   ボランティア保険は、ボランティア自身の怪我の保障に加え、他人に怪我を負わせ

た場合や、高価な物品を壊した時の損害賠償に適用されるものである。 

   加入した 88 人についてである。まず、ひとふさの会の役員、高士地区婦人会、体育

協会の役員、各町内会長や高士区の住民に声掛けをし、賛同した人の合計が 88 人とい

うことである。 

 【玄番委員】 

   提案書の収支計画の中で、「収入の部」では「弁当利用料」が 180 人分となっている

のだが、「支出の部」では「食材費：170 食」、「配達費：170 件」となっている。この

10 食の差は事務局分ということか。 

 【士-1 提案者】 

   記述誤りだと思う。自分も承知していなかった。大変申し訳ない。 

 【玄蕃委員】 

   それでは金額が合わなくなってしまう。 

   事務局分は配達の必要がないため、数字に差があるということではないのか。 

 【山﨑主事】 

   数字の差については、提案団体に確認の上、変更等があれば追って連絡する。 

   他に質問はあるか。 

  （発言なし） 

   以上で、ヒアリングを終了する。 

  ― 提案者退席 ― 

  ・「士-2 地区だより『たかし』発行事業」の紹介 

 【士-2 提案者】 

  ・事業説明 

 【山﨑主事】 

   「士-2」について質疑を求める。 

 【松山委員】 

   印刷費について確認である。 

   年 3 回の発行で 8月・1月・2月は印刷会社に依頼する、とあるが、1月と 2月は間
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隔が接近しているように思う。また、他の月は業者に印刷を依頼せずに高士小学校の

印刷機を使用するため、「月 2,000 円」の印刷費を計上しているということか。 

 【士-2 提案者】 

   1 月号は例年どおり「新年の挨拶」を主とした内容を予定している。2月号について

は、「高士ルミネ（雪まつり）」の開催を想定して写真をカラーで掲載したいと思って

いる。白黒写真ではなく、カラー写真で掲載をすれば地域住民も喜んでくれると考え、

このように計画した。 

   次に「月 2,000 円」の印刷費についてである。業者に印刷を依頼しない 9 か月につ

いては、小学校の輪転機を借用して印刷するため、記載の金額としている。同様に提

案書記載の「原稿・原紙コピー代」も小学校へ支払いを予定している金額である。 

 【松山委員】 

   前年度の報告書を見ると印刷費の決算額は「約 59,000 円」となっているのだが、今

年度の予算額は「116,000 円」になっている。これは、昨年は業者に依頼するカラー

印刷が年に 1回であったが、今年度は 3回に増やすためか。 

 【士-2 提案者】 

   そうである。 

 【山﨑主事】 

   他に質問はあるか。 

  （発言なし） 

   以上で、ヒアリングを終了する。 

  ― 提案者退席 ― 

 【山﨑主事】 

  ・「士-3 高士地区お買い物ツアー事業」の紹介 

 【士-3 提案者】 

  ・事業説明 

 【山﨑主事】 

   「士-3」について質疑を求める。 

 【松山委員】 

   前年度の構成員数は 53 人であったが、今年度は 49 人に減っている。人数が減った

理由を教えてほしい。 
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 【士-3 提案者】 

   高齢の会員が退会し、その後、新入会員加入の声掛けをしているのだが返事待ちの

ため、現状 49 人ということである。この中には、新規の会員も含まれている。 

   1 点補足である。提案書の「（6）次年度以降の活動の見直し」にも記載しているの

だが、以前より高士地区住民福祉会に本事業を引き継いでもらえるよう、依頼してい

る。事業をなくさぬよう継続していき、地域住民に喜んでもらいたいと思い、話を進

めている。 

 【松山委員】 

   「高士地区住民福祉会」とは、どのような組織なのか。 

 【士-3 提案者】 

   自分は委員ではないため、詳細は把握していないのだが、福祉会の会長や役員で立

ち上げた会だと思う。設立したばかりであるため、正式に活動内容等は煮詰めていな

いようだが、動き始めたとは聞いている。 

   上越市社会福祉協議会の傘下に加わり、事業内容に応じて補助金を支援してもらえ

ると聞いている。 

 【青木会長】 

   上越市社会福祉協議会がまとめて行っていた事業を、各地域が代わって福祉事業を

行う組織のようである。 

 【山﨑主事】 

   他に質問はあるか。 

 （発言なし） 

   以上で、ヒアリングを終了する。 

  ― 提案者退席 ― 

  ・「士-4 『男の料理教室』開催事業」の紹介 

 【士-4 提案者】 

  ・事業説明 

 【山﨑主事】 

   「士-4」について質疑を求める。 

 【松山委員】 

   提案書に参加者より食材費を 1 回 800 円徴収すると記載されているが、徴収する金
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額が収支計画には含まれていない。これは自ら食する費用のため、収支計画に含めて

いないと理解したのだが、どうか。 

 【士-4 提案者】 

   令和 2 年度は、自分たちで作った料理を自宅に持ち帰り食した。そのため、その分

の費用は支払った。 

 【松山委員】 

   昨年度も自分たちで支払ったのか。 

 【士-4 提案者】 

   そうである。自分たちで食す材料費であるため、予算には計上していない。 

 【松山委員】 

   自分たちで食すものとなると、公共性に欠けるように思ったため、質問した。 

 【士-4 提案者】 

   そこまで深くは考えていなかったのだが、自分たちで食す材料費は自費で支払うも

のだと考えている。 

 【玄蕃委員】 

   これまでと比べると、前年度は事業内容が大きく変わっているように思う。 

   1 つに、実際に自分たちが活動している内容を、身近な町民回覧で紹介しており、

とてもよかったと思った。今年度も同様の取り組みを行うとのことで期待している。 

   ただ、提案書の 3 ページ目に「令和 3 年 5 月～：チラシの作成」とあるのだが、チ

ラシは高士地区内のみに配布し、区外からの参加者については、これまでに参加した

ことのある人のみということか。ソーシャルディスタンスがあるため、15 人以上の参

加は無理だと思うのだが、地区外からの参者希望者はどのように対応する予定か。 

 【士-4 提案者】 

   チラシの配布は高士地区のみである。 

   高士地区以外からの参加者については、口コミで少しずつ増えていっている状況で

ある。 

 【塚田委員】 

   高士区内からの参加者と、区外からの参加者の割合を教えてほしい。 

 【士-4 提案者】 

   現在、参加者は 14 人おり、うち 5人が高士地区以外からの参加者である。 
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 【山﨑主事】 

   他に質問はあるか。 

  （発言なし） 

   以上で、ヒアリングを終了する。 

  ― 提案者退席 ― 

  ・「士-5 高士地区の安全安心対策事業」の紹介 

 【士-5 提案者】 

  ・事業説明 

 【山﨑主事】 

   「士-5」について質疑を求める。 

 【松山委員】 

   地区の防災研修会は、具体的にどのようなものを、どのような規模で計画している

のか。 

 【士-5 提案者】 

   昨年度は新型コロナウイルスの影響により地区全体の訓練はできず、各町内会長、

各団体の長、防災士会の人たちから参加いただき、防災備品の体験訓練を行った。今

年度も昨年と同様にコロナ禍であれば、今年度整備した備品等で昨年度と同様に実施

したいと考えている。新型コロナウイルスの影響等が解消された場合には、避難場所

の訓練等を計画したいと思っている。 

 【高𣘺副会長】 

   見積もりの件で確認である。 

   今回、2 者見積もりを取っているが、メーカー価格は市場に出る価格と同額程度だ

と自分は判断していたのだが、見積もりを見ると金額が違う。値引き交渉により業者

が提出してきた価格なのか、または業者とメーカーの信頼関係で発注時に価格が違っ

てくることによるものなのか、どのように理解すればよいか。 

 【士-5 提案者】 

   業者がメーカーとの話し合い等で価格設定したものと考える。見積書は業者が作成

したもので、自分からの詳細な回答は差し控えたい。 

   補足であるが、高士小学校の教頭先生と話をした際、提案したスロープがあれば、

半永久的に利用できるため、小学校としてもお願いしたいとのことであった。 
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   また事務局を通して、市の危機管理課より提案に対する所見の回答を得ている。採

択された際には、購入を希望している備品を整備したいと思っている。 

 【青木会長】 

   スロープは、小学校の南口・東口の両方で使用可能なのか。 

 【士-5 提案者】 

   南の昇降口の南側とグランド側の階段の高さは同じであるため、両方で使用可能で

ある。 

 【山﨑主事】 

   時間となったため、以上でヒアリングを終了する。 

  ― 提案者退席 ― 

  ・「士-6 令和 3年度 稲谷【だんとうの大杉】保存事業」の紹介 

 【士-6 提案者】 

  ・事業説明 

 【山﨑主事】 

   「士-6」について質疑を求める。 

 【松山委員】 

映像資料として残す等の予定はあるか。あるとすると、経費はどの程度なのか。 

 【士-6 提案者】 

   映像というよりカメラによるスナップ写真での対応を考えている。クレーンを使用

して行う作業であり、業者も記録写真を撮ると思う。記録として残していきたいと考

えている。 

 【髙𣘺副会長】 

   「だんとうの大杉」は地域の宝であり、保存活動は大変重要だと理解している。上

越市の「地域の宝」に認定されているが、市から助成金等はないのか。 

 【士-6 提案者】 

   市からの助言はあるが、財政的な援助はない。 

 【青木会長】 

   「だんとうの大杉」の保存のために、子どもたちを含めて活動することは非常に良

いことだと思う。 

   今年度については、枯れ枝撤去や切り口処理程度の保存活動でよいのか。1 年でも
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早く本格的・根本的な対策をとらなければ、せっかく予算をかけても効果が表れにく

いということはないのか心配である。 

 【士-6 提案者】 

   2 年後に上部の樹形を整える伐採を行う予定である。今回の見積もり金額にも計上

されているが、その際にも今回のような「電線保護管設置」等を行うことになる。そ

ういったことを 1年で実施しようとすると、大変高額な予算が必要になってしまう。 

   この事業は 5 年計画で取り組んでおり、今年度は約 70 万円の補助を希望している。

今年度は枝処理を行い、次年度は土壌改良を行い、その次は樹形を整える。5 年計画

で考えている内容を 1 年で行おうとすると非常に高額な予算が必要になってくる。早

く行うためには、それだけ費用がかさんでしまうのである。 

 【青木会長】 

   土壌改良等はすでに行ったのか。 

 【士-6 提案者】 

   昨年度実施した。 

 【青木会長】 

   根元を掘り、肥料を入れるようなことを今年度は実施するのか。 

 【士-6 提案者】 

   今年度は実施しない。来年度行う予定である。 

 【青木会長】 

   そういった計画は、樹木医が立てているのか。 

 【士-6 提案者】 

   樹木医が計画を立てている。 

 【山﨑主事】 

   時間となったため、以上でヒアリングを終了する。 

  ― 提案者退席 ― 

  ・「士-7 『雪まつり（キャンドルイベント）』開催による地域交流・地域活性化事業」

の紹介 

 【士-7 提案者】 

  ・事業説明 

 【山﨑主事】 
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   「士-7」について質疑を求める。 

 【松山委員】 

   花火代についてである。前年度の予算は 40 万円であったが、今年度は 90 万円を希

望している。これは提案団体が主催となり、昨年度の追加募集で採択された「高士マ

マさん会」と一緒に打ち上げるということで整合性は取れているのか。 

 【士-7 提案者】 

   直接、高士ママさん会と打ち合わせはしていないのだが、もし今年度も花火を打ち

上げたいという話があれば、今回は当団体で増額して予算を計上しているため、共同

で行う方向で話を進めていきたいと考えている。 

 【玄番委員】 

   昨年度の高士ルミネの花火はよかったと思っており、若い人たちのこういった活動

は、地域の住民で盛り上げていくべきだと思う。 

   ただ、補助希望額は高士区の配分額の 2 分の 1 程度を占めている。事業開始から 7

年が経過しているため、資金面で自活していく方向にもっていくべきだと思う。だが

それがなかなか難しいとは思う。例えば、参加者が振舞いを食べた際に 100 円や 10 円

を貰う、または花火を協賛してもらう等、工夫して自主財源を持てるようにしてはど

うか。安塚区や浦川原区等の他地域で行っている同様の事業では、参加者への振舞い

は全て無料なのか。そういったことを調べて、検討すべきでないか。 

 【士-7 提案者】 

   当初より、事業を継続させるためには、そのような検討が必要と考えていた。しか

し、まずは地域にイベントを定着させるため、振舞いを多くして足を運んでもらいた

いと考えた。だが指摘はもっともであるため、今後は地域住民の理解を得られるので

あれば、検討も進めていきたいと考えている。 

 【山﨑主事】 

   他に質問はあるか。 

  （発言なし） 

   以上で、ヒアリングを終了する。 

  ― 提案者退席 ― 

   すべての事業のヒアリングが終了したため、進行を会長に戻す。 

 【青木会長】 



 11 

   ヒアリングが終了したため、「3）特定事業の決定」に入る。事務局より説明を求め

る。 

 【山﨑主事】 

  ・資料 3に基づき説明 

 【青木会長】 

   今の説明に質疑を求める。 

  （発言なし） 

   特定事業について、資料に基づき 1事業ずつ協議していく。 

 【松山委員】 

   昨年度、当初募集で特定事業とした事業は「『雪まつり（キャンドルイベント）』開

催による地域交流・地域活性化事業」と「ニュースポーツの普及事業」、「『地域に元気

を！』雄志太鼓活動支援事業」の 3 事業であった。このうち、雪まつり以外の 2 事業

は、今年度は提案がない。そのため、どのように考えればよいかと思っている。 

 【青木会長】 

   「士-1 高齢者の見守り活動・お楽しみ会・弁当配食事業」について、特定事業に

適合すると思う委員は挙手願う。 

  （挙手なし） 

   「士-1」については、「適合しない」とする。 

   次に「士-2 地区だより『たかし』発行事業」について、特定事業に適合すると思

う委員は挙手願う。 

  （挙手なし） 

   「士-2」については、「適合しない」とする。 

   次に「士-3 高士地区お買い物ツアー事業」について、特定事業に適合すると思う

委員は挙手願う。 

  （挙手なし） 

   「士-3」については、「適合しない」とする。 

   次に「士-4 『男の料理教室』開催事業」について、特定事業に適合すると思う委

員は挙手願う。 

  （挙手なし） 

   「士-4」については、「適合しない」とする。 
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   次に「士-5 高士地区の安全安心対策事業」について、特定事業に適合すると思う

委員は挙手願う。 

  （挙手なし） 

   「士-5」については、「適合しない」とする。 

   次に「士-6 令和 3年度 稲谷【だんとうの大杉】保存事業」について、特定事業に

適合すると思う委員は挙手願う。 

  （挙手なし） 

   「士-6」については、「適合しない」とする。 

   最後に「士-7 『雪まつり（キャンドルイベント）』開催による地域交流・地域活性

化事業」について、特定事業に適合すると思う委員は挙手願う。 

  （全員挙手） 

   「士-7」については、「適合する」とする。 

   「子育て世代の活動」ということでよいか。 

  （よしの声） 

   よって、特定事業に適合する事業は 「士-7『雪まつり（キャンドルイベント』開

催による地域交流・地域活性化事業」に決定した。 以上ですべての確認を終了する。 

   最後に、採点票の提出について事務局に説明を求める。 

 【山﨑主事】 

  ・採点票の提出について説明 

 【青木会長】 

   今の説明に質疑を求める。 

  （発言なし） 

   期日までに採点票を提出願う。 

   以上で次第 2 議題「（1）協議事項」の「① 地域活動支援事業について」を終了す

る。 

   次に次第 3「その他」の「（1）次回開催日の確認等」に入る。 

・次回の協議会：6月 9日（水） 午後 6時 30 分から 高士地区公民館 大会議室 

  ・内容：地域活動支援事業について（採択事業及び補助額の決定） 

   その他、何かあるか。 

  （発言なし） 
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【髙𣘺副会長】 

 ・閉会の挨拶 

【青木会長】 

・会議の閉会を宣言 

9 問合せ先 

自治・市民環境部 自治・地域振興課 中部まちづくりセンター 

    TEL：025-526-1690 

E-mail：chubu-machi@city.joetsu.lg.jp 

10 その他 

別添の会議資料もあわせてご覧ください。 


